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R

5
年
度
の
総
会
は
４
月
23

日
（
日
）
13
時
よ
り
根
形
公
民
館

視
聴
覚
室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

事
務
局
で
は
、
本
年
も
昨
年
同

様
、
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
に
留
意
し

て
会
場
準
備
し
ま
し
た
。 

 
総
会
は
、
委
任
状
を
含
め
て
、

46
名
の
出
席
で
開
催
。
各
グ
ル
ー

プ
（
G
）
代
表
か
ら
R
４
年
度
の

G
活
動
報
告
が
あ
り
、
会
計
担
当

か
ら
は
決
算
報
告
、
監
査
担
当
よ 

り
、
監
査
報
告
が
あ
り
そ
の
後
R 

     
 

 

も
う
一
期
会
長
を
務
め
る
事

に
な
り
ま
し
た
。
事
務
局
共
々

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 

コ
ロ
ナ
も
や
っ
と
落
ち
着

き
日
常
生
活
が
戻
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。
そ
れ
に
今
年
は
、
新

し
い
グ
ル
ー
プ
（
G
）『
植
物
画

葉
月
の
会
』
が
加
入
と
な
り
、

８
G
で
お
互
い
刺
激
と
な
り
、

更
に
発
展
で
き
れ
ば
と
願
っ

て
お
り
ま
す
。 

 
 
 

 
 い

ま
す 

   

５
年
度
の
各
G
事
業
計
画
、
年

度
予
算
も
報
告
さ
れ
、
審
議
の

結
果
、
何
れ
の
議
案
も
満
場
一

致
で
承
認
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

今
年
度
は
、
役
員
改
選
期
で

中
西
会
長
が
引
き
続
き
2
期

目
も
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
役
員

体
制
は
次
の
通
り
で
す
。
ま
た

記
念
講
演
と
し
て
、
第
１
６
７

回
袖
ケ
浦
学
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
内
容
は
、
4
面
に
記
載
ご

参
照
し
て
下
さ
い
。 

      

 

こ
の
３
年
間
コ
ロ
ナ
に
負
け

ず
そ
れ
ぞ
れ
G
活
動
を
続
け
、

研
鑽
を
積
ん
で
き
た
事
は
、
今

後
の
活
動
の
力
と
な
る
こ
と

で
し
ょ
う
。 

ま
た
『
も
っ
と
し
り
た
い
講

座
』
も
好
評
で
、
今
年
も
興
味

を
持
ち
楽
し
め
る
も
の
に
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
皆
様
の
『
友
の
会
』
で
す
。

全
員
で
盛
り
上
げ
ま
し
ょ
う
。  

 

   
 

 

            

〇
会
長 

中
西
明
美
（
い
ろ
は)

 

〇
副
〃 

矢
野
佳
次
（
凧
の
会
） 

〇
副
〃 

西
原
崇
浩
（
博
館
長
） 

●
理
事 

矢
野
佳
次
（
土
器
） 

●
〃 

 

蜂
須
賀
健
二(

凧
の
会
） 

●
〃 

 

渡
辺
し
ず
子
（
有
会
） 

〇
〃 

 
 

吉
田
保
雄
（
仏
像
） 

〇
〃 

 
 

今
井
久
明
（
い
ろ
は
） 

〇
〃 

 

石
井
英
美
（
機
織
り
） 

 
 
 

 

〇
〃 

 

中
村
康
司
（
盆
栽
） 

●
〃 

 

高
橋
紀
子
（
葉
月
） 

〇
監
事 

武
田 

弘
（
凧
の
会
） 

〇
〃 

 

田
村 

静
子
（
有
会
） 

〇
事
務
局
多
田
信
子
（
事
務
） 

〇
〃 

 

篠
原
美
智
代
（
会
計
） 

●
〃 

 

今
井
久
明
（
編
集
長
） 

〇
庶
務 

水
流
拓
馬
（
副
主
査
） 

 
（
記
号
●
印
新
任
・
〇
印
留
任
）                          

今
年
は
「
愛
と
平
和
と
博
物
館
」

を
テ
ー
マ
に
2
日
間
開
催
し
ま
す
。 
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R5
年
度
友
の
会 

役
員
の
皆
様 

   

 
 
 

 

友の会 第 8番目の会 誕生! 

『植物画 葉月の会』 
    代表 高橋 紀子氏  会員 6 名 

友
の
会
会
長
（
2
期
目
） 

『
友
の
会
み
ん
な
で
盛
り
上
げ
よ
う
！
』 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

中
西
明
美 

記 

R5 年度 総会風景（根形公民館にて） 

第
26
回
ミ
ュ
❘
ジ
ア
ム
・ 

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催 

日
時 

R

5
年
６
月
10
日(

土)

～ 

11
日
（日
） 

友の会に第 8番目の会が誕生しました。 
『植物画 葉月の会』です。現在会員 6名
で出発です。今後の発展に大いに期待し
ます。 
同会では、年に 1回『ソデフローラ』 

なる展示会が企画されております。 
 

tel:0438-63-0811
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4
月
の
日
曜
日
、
会
員
９
名 

 

が
集
合
し
て
ミ
ニ
凧
作
り
研
修

を
し
ま
し
た
。 

ミ
ニ
凧
作
り
の
行
程
を
皆
様

に
ご
紹
介
し
ま
す
と
、
①
紙
の
裁

断
、
②
外
丸
書
込
み
、
③
紙
の
輪

郭
描
き
、
④
ひ
ご
の
取
付
、
➄
絵

具
で
描
く
、
⑥
糸
の
取
付 

以
上

６
行
程
が
あ
り
ま
す
。 

今
回
は
４
工
程
を
、
各
自
今
ま

で
や
っ
た
こ
と
の
な
い
工
程
を

優
先
的
に
行
い
、
1
年
間
に
何

度
か
こ
の
作
業
が
あ
る
の
で
全

員
が
全
工
程
を
経
験
し
て
、
全
て

の
工
程
を
マ
ス
タ
ー
す
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。 

① 

の
紙
の
裁
断
で
は
、
型
枠 

 

を
あ
て
が
い
ズ
レ
の
な
い
様
に 

 

刃
物
に
て
裁
断
す
る
。
②
は
手 

作
り
の
竹
製
の
コ
ン
パ
ス
に
筆 

を
取
り
付
け
最
適
な
太
さ
で
適 

切
な
位
置
に
弧
を
描
く
。
③
は 

絵
の
輪
郭
を
マ
ジ
ッ
ク
で
下
絵 

を
下
に
敷
き
上
か
ら
な
ぞ
る
。 

④
の
ヒ
ゴ
の
取
付
は
竹
ひ
ご
の 

両
側
に
多
く
の
和
の
り
を
付
け 

     

て
和
紙
の
浮
い
た
部
分
の
な
い

様
に
張
る
。
張
れ
た
凧
を
天
日 

で
乾
か
す
。 

 

以
上
の
作
業
は
。
今
回
３
時
間

で
終
了
し
ま
し
た
。 

           

（
代
表 

蜂
須
賀
健
二 

記
） 

       

会
で
は
昨
年
9
月
横
田
地
区 

 

 

他
、
市
内
寺
院
所
有
の
仏
像
鑑
賞 

 

会
を
行
い
ま
し
た
。 

今
回
は
横
田
の
『
阿
弥
堂
』
を 

 

紹
介
し
ま
す
。
開
か
れ
た
田
園
地 

 

帯
の
一
角
に
寺
が
在
り
、
本
尊
の 

 

『
銅
像
阿
弥
陀
如
来
坐
像
』
は
、

伽
藍
の
須
弥
壇
の
奥
に
秘
仏
と

し
て
置
か
れ
て
お
り
、
住
職
の
特

別
の
計
ら
い
で
鑑
賞
す
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
千
年
を
超
え
て 

佇
む
姿
は
、
感
慨
深
い
も
の
が
あ

り
ま
し
た
。
感
謝
し
御
礼
申
し
上

げ
た
と
こ
ろ
住
職
よ
り
2
年
前

の
大
型
台
風
の
地
所
整
備
の
時

寺
中
か
ら
六
地
蔵
が
現
れ
た
と

の
説
明
が
あ
り
、
不
思
議
な
心
持

と
感
動
で
寺
を
後
に
し
ま
し
た
。 

六
地
蔵
と
は
、
故
人
が
良
い
世

界
に
生
ま
れ
変
わ
る
六
つ
の
世

界
を
巡
っ
て
救
済
す
る
尊
い
存

在
。
地
蔵
菩
薩
等
興
味
を
持
た 

 

れ
た
方
は
、『
仏
像
を
学
ぶ
会
』
へ 

 

ど
う
ぞ
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

（
会
員 

平
野
た
み
子 

記
） 

 

 
 

 
 
 
 

 

  

博
物
館
友
の
会
と
し
て
は
、 

ふ
さ
わ
し
く
な
い
行
事
で
は
、 

な
い
か
と
思
わ
れ
た
活
動
も 

あ
り
ま
し
た
が
、
興
味
の
あ
る 

事
に
挑
戦
し
よ
う
と
始
ま
っ
た 

の
が
、
『な
ん
で
も
有
り
会
』
で 

す
。
過
去
に
は
、
県
内
の
山
々 

の
登
山
、
県
外
移
動
も
あ
り
ま 

し
た
が
、
近
年
会
員
も
高
齢
化 

 
 

し
て
来
た
為
、
袖
ケ
浦
近
郊
を 

散
策
し
て
お
り
ま
す
。 

 

今
年
度
も
『
野
の
花
、
鳥
、
樹 

木
』 

に
親
し
む
活
動
を
計
画 

し
て
お
り
ま
す
。 

 
 
 
 

（会
員 

 

樫
田
ぎ
ん 

記
） 

  
 
 

 

 
 
 

本
年
度
よ
り
友
の
会
に
入
会
し
、

葉
月
の
会
を
続
け
る
事
を
皆
で
相

談
し
て
決
め
ま
し
た
。
２
０
１
３
年

に
市
民
学
芸
員
『
葉
月
の
会
』
の
活

動
を
始
め
た
私
達
で
す
。 

植
物
画
の
描
き
方
を
瀧
良
子
先

生
の
ご
指
導
の
下
学
ん
で
き
ま
し

た
。
作
品
を
仕
上
げ
る
時
に
は
、

教
え
て
頂
い
た
事
を
う
ま
く
生
か

し
て
植
物
の
細
か
い
部
分
ま
で
表 

 

現
し
ま
し
た
。 

 
 

毎
年
1
回
の
展
覧
会
、『
ソ
デ 

 
 

フ
ロ
ー
ラ
』
を
目
指
し
て
作
品
を 

仕
上
げ
て
き
ま
し
た
。 

 
 

こ
れ
か
ら
も
個
々
の
作
品
に

対
す
る
取
り
組
み
を
続
け
、
植
物

画
の
良
さ
を
更
に
深
く
知
っ
て

い
け
た
ら
と
思
い
、
友
の
会
で
の

植
物
画
『
葉
月
の
会
』
を
盛
り
立

て
て
行
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。 

 

 
 

（
会
員 

加
藤
み
ど
り 

記
） 

  

 
 

      
 

 
 

 
 

    
 

 

 

 グループ名 代表者 会員   今年度活動計画 

１ 土器作りの

会 

矢野 佳次 ５ 粉砕と練り（10 月）、土器作成

（11 月）、土器焼き（1 月） 

２ 凧の会 蜂須賀健二 15 根形公民館祭、竹取（11 月）、凧

作り（年20回）小学校凧作り支援 

３ 何でも有り会 渡辺 しず子 ９ 市内各地散策（長浦緑地帯、浮

戸川散策他） 

４ 仏像を学ぶ

会 

吉田 保雄  6 定例学習会。仏像鑑賞会（８月、

11 月） 

５ 古文書いろ

はの会 

今井 久明 11 定例会（月 2 回、第２，４金曜日）

崩し文字判読、結び文化にも 

６ 機織りの会 石井 英美 ５ 通年活動（毎週水曜日）。綿と藍

の種まき、藍葉、綿収穫等 

７ 

 

盆栽愛好会 中村 康司 ３ 

 

早春花展、秋季盆栽展 

ミュージアム・フェスティバル出展 

８ 植物画葉月

の会 

高橋 紀子 ６ 

 

定例活動（第 3 土曜日）、植物画

学習・製作、年 1 回成果発表 

 合計    合計 60  

今年の新春凧揚げ会にて 

友
の
会
各
グ
ル
ー
プ
活
動
報
告 

仏
像
を
学
ぶ
会 

『
市
内
の
お
寺
で 
 

 
 

 

仏
像
鑑
賞
』  

凧
の
会 

『
会
員
ミ
ニ
凧
作
り 

研
修
実
施
』 

R５年度 ８グループ会員数と今年度活動計画 （会員数 64名） 

な
ん
で
も
有
り
会 

『今
年
は
、
自
然 

 

観
察
会
中
心
に
』  

 

植
物
画 

葉
月
の
会 

植
物
画
の
良
さ
を
更
に
深
く
！ 

G 所属 60 名＋無所属 10 名-重複所属 6名＝64 名（R5 年 5 月現在） 
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本
年
1
月
以
降
、
博
物
館
所 

蔵
の
地
元
の
古
文
書
を
何
点
か

抽
出
し
て
、
そ
の
写
し
を
頂
き
読

み
始
め
ま
し
た
。 

其
中
に
芭
蕉
の
『
三
日
月
日
記
』 

な
る
も
の
が
あ
り
、
先
年
奥
の
細

道
を
読
ん
だ
こ
と
か
ら
、
是
も
何

か
の
縁
と
思
い
取
り
上
げ
た
。 

 

勿
論
、
日
記
に
は
、
芭
蕉
門
下

の
有
名
な
俳
人
の
句
が
多
く
載 

 

っ
て
お
り
、
そ
の
中
で
、 

『
三
つ
ま
た
や
富
士
に
し
ず

み
て
暮
れ
の
月 

北
鯤
』 

な
る
句
に
出
く
わ
し
た
。
其
の
折
、

時
節
柄
『
み
つ
ま
た
』
を
植
物
の

そ
れ
と
勘
違
い
し
、
植
物
談
議
で

時
間
と
な
っ
た
。 

日
記
の
解
説
書
が
な
く
、
句
の

の
鑑
賞
は
あ
と
廻
し
に
し
て
、
本

文
を
読
み
進
め
た
所
、
『
富
士
に

対
し
て
柴
門
（
さ
い
も
ん
）
景
を

追
う
て
な
な
め
な
り
。
浙
江
の
潮

三
ツ
ま
た
の
淀
に
た
た
え
て
月

を
見
る
・
・
』
な
る
文
が
出
て
き

た
。『
三
ツ
ま
た
の
淀
』、
ま
て
よ
、

ど
こ
か
で
似
た
感
じ
の
文
を
読

ん
だ
こ
と
が
と
、
ハ
タ
と
思
い
出

し
た
事
が
あ
っ
た
。 

 

昨
年
夏
、
房
総
の
寺
社
縁
起
の

中
で
『
成
田
詣
文
章
』
の
中
に
似

た
よ
う
な
文
章
が
あ
っ
た
筈
だ 

 

と
見
返
し
て
み
る
と
、『
是
よ 

 

り
直
に
船
を
催
し
箱
崎
水
派 

（
み
つ
ま
た
）
に
出
れ
ば
秋
は 

月
の
名
所
津
々
浦
々
・
・
』
な 

る
文
章
が
あ
っ
た
。
そ
う
か
、 

『
み
つ
ま
た
』
は
、『
箱
崎
み
つ

ま
た
』
だ
と
、
再
度
調
べ
て
み

る
と
、
江
戸
時
代
当
時
、
隅
田

川
、
小
名
木
川
、
箱
崎
川
の
三

川
が
合
流
し
た
所
が
、
川
の
三

叉
路
で
あ
る
所
か
ら
『
三
派

（
み
つ
ま
た
）』
と
呼
ば
れ
、
月

の
名
所
で
あ
っ
た
と
い
う
。
又

当
時
そ
こ
か
ら
富
士
も
き
れ

い
に
見
え
た
と
の
事
。
こ
れ
で

繋
が
っ
た
。『
み
つ
ま
た
』
は
、 

 

当
会
は
、
友
の
会
発
足
当
初

に
設
立
さ
れ
間
も
な
く
40
周

年
を
迎
え
よ
う
と
言
う
歴
史

あ
る
会
で
す
。
し
か
し
活
動
が

地
味
な
事
も
あ
っ
て
あ
ま
り

知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
会
員
も

高
齢
な
ど
で
古
参
会
員
が
退 

会
し
て
し
ま
い
本
年
度
か
ら

5
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。 

 

主
な
る
活
動
は
縄
文
土
器 

土
偶
、
土
版
な
ど
の
材
料
と
な 

る
①
粘
土
、
土
、
砂
（
地
元
産
） 

②
粘
土
の
粉
砕
、
③
三
種
の 

土
、
砂
の
調
合
、
④
練
り
、
➄

成
形
、
⑥
磨
き
の
行
程
を
経
て 

『
箱
崎
三
派
』
そ
し
て
富
士
の

遠
望
、
ま
さ
に
句
の
情
景
で
あ

り
芭
蕉
庵
の
近
く
で
も
あ
る
。 

 

4
月
桜
に
誘
わ
れ
て
都
内

江
東
区
の
芭
蕉
記
念
館
と
芭

蕉
庵
史
跡
展
望
庭
園
を
訪
ね

た
。
そ
こ
に
は
、
芭
蕉
の
像
が

隅
田
川
の
水
派
（
み
つ
ま
た
）

を
ま
じ
か
に
み
て
い
た
。
水
上

バ
ス
が
通
る
の
を
見
な
が
ら
、

桜
と
と
も
に
、
み
つ
ま
た
の
花

談
議
を
思
い
出
し
、
眼
下
の
水

派
（
み
つ
ま
た
）
や
リ
バ
ー
サ

イ
ド
の
景
色
を
見
て
、
ク
ス
ッ

ト
笑
み
が
こ
ぼ
れ
た
。 

（
代
表 

今
井
久
明 

記
） 

 
⑦
焼
き
（
当
時
の
野
焼
）
で
完 

 
成
、
作
品
展
示
で
縄
文
時
代
へ 

 

の
思
い
を
寄
せ
な
が
ら
一
年 

を
締
め
括
り
ま
す
。 

 
 

尚
今
後
、
縄
文
時
代
を
中
心 

に
『
＊
太
古
の
時
代
の
調
査
研 

究
』『
＊
遺
跡
や
博
物
館
の
見 

学
』『
＊
勾
玉
作
り
』
等
新
た
な

分
野
に
も
目
を
む
け
、
会
員
の

皆
様
と
共
に
有
意
義
で
楽
し

い
緩
や
か
な
会
に
し
て
行
き

た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

皆
様
の
入
会
を
心
待
ち
に

し
て
い
ま
す
。 

 

（
代
表 

矢
野
佳
次 

記
） 

 

                    

盆
栽
愛
好
会
の
本
年
度
の
活

動
と
致
し
ま
し
て
は
、
春
、
秋

の
年
2
回
の
展
示
会
を
主
と

し
た
活
動
と
な
り
ま
す
。 

 
 

開
催
場
所
は
、
旧
進
藤
家
住

宅
を
会
場
に
し
て
お
り
ま
す
。 

 

古
民
家
と
盆
栽
の
相
性
が
程

良
く
と
て
も
素
晴
ら
し
い
展

示
会
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の

で
皆
様
ど
う
か
足
を
運
ん
で

見
に
来
て
下
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

私
達
盆
栽
愛
好
会
は
、
さ
ら

に
良
い
展
示
会
を
目
指
し
て

技
術
向
上
す
る
為
に
日
々
勉

強
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。 

 
 

（
代
表 

中
村
康
司 

記
）      

 
 

会
に
新
人
が
入
り
ま
し
た
。 

 

『
祝
』
で
す
。
機
織
り
初
心
者 

な
の
で
皆
で
指
導
し
ま
す
。
大 

変
で
す
。 

 
 

己
の
知
識
の
不
確
実
さ
、
教 

 

え
る
こ
と
の
拙
な
さ
を
思
い

知
ら
さ
れ
ま
し
た
。
新
人
の
熱

心
さ
に
支
え
ら
れ
作
品
は
完

成
し
ま
し
た
。
皆
で
一
つ
の
こ

と
に
取
り
組
む
の
は
、
久
し
ぶ

り
で
し
た
。
個
人
作
品
ば
か
り

で
な
く
共
同
作
品
も
取
り
組

み
た
い
。
会
員
の
絆
が
益
々
強

く
な
り
ま
す
。 

 
 

（
会
員 

今
井
恵
子 

記
） 

 
 

 
  
 

 

古
文
書
い
ろ
は
の
会 

 
『
芭
蕉
・三
日
月
日
記 

を
読
ん
で
』 

』 

機
織
り
の
会 

『新
人
育
成
』 

 

土
器
作
り
の
会 

『あ
ら
た
な
分
野
に
も
目
を
向
け 

新
入
会
員
募
集
中
！
』 

芭蕉と清澄橋（史跡展望庭園より） 

盆
栽
愛
好
会 

『
春
秋
年
2
回 

展
示
会
開
催
』 

＊
＊
博
物
館
よ
り 

お
知
ら
せ
＊
＊ 

 

◎
企
画
展Ⅱ

 
 

『
袖
ケ
浦
の
外
来
種
』 

・
日
時 

R
５
年
10
月
7
日(

土) 
 
 

～
12
月
17
日
（
日
） 

・
場
所 

 

袖
ケ
浦
市
郷
土
博
物
館 



令和５年６月１日 友の会だより(P４) 第５３号  
 

       
 

 

今
ご
城
印
が
注
目
さ
れ
て
お
り 

特
に
内
房
沿
岸
は
、
戦
国
期
里
見

水
軍
と
北
条
水
軍
と
の
攻
防
が

あ
り
当
地
で
も
蔵
波
城
、
久
保
田

城
等
地
元
の
歴
史
を
知
る
上
で
城

へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
欠
か
せ
な
い 

 

そ
の
よ
う
な
中
で
の
今
回
の
講

演
テ
ー
マ
は
、
時
宜
に
あ
っ
た
講

演
で
あ
っ
た
。
講
演
で
印
象
に
残
っ

た
と
こ
ろ
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。  

 

① 

戦
国
時
代
前
の
城
は
、
『柵
、 

陣
、
舘
（
タ
チ
）
』
の
類
で
あ
っ
た
。

地
元
の
横
田
郡
で
は
、
『
横
田
悪

四
郎
入
道
』
な
る
在
地
の
領
主
が

い
た
こ
と
が
、
記
録
上
現
れ
て
お

り
、
又
西
上
総
を
流
れ
る
小
櫃
川

の
流
域
に
か
っ
て
、
地
域
の
有
力
者

と
し
て
『
小
櫃
氏
』
な
る
人
物
が
い

た
と
い
う
。
１
４
０
４
年
（
応
永
10

年
）に
『小
櫃
遠
江
入
道
常
吉
』な 

る
人
物
の
存
在
が
資
料
に
よ
り
紹

介
さ
れ
た
。 

②
こ
の
人
物
が
、
活
躍
し
た
室
町

時
代
、
関
東
を
統
治
し
て
い
る
鎌

倉
公
方
の
足
利
持
氏
に
対
し
て
、

関
東
管
領
の
上
杉
氏
憲
（
禅
秀
）

が
反
乱
を
お
こ
し
た
が
、
鎌
倉
公

方
が
勝
利
し
た
。
小
櫃
氏
は
、
禅 

         

秀
派
に
組
し
た
為
、
禅
秀
与
党
は
、

敗
北
没
落
し
、
小
櫃
氏
も
上
総
か 

ら
離
れ
た
と
い
う
。 

③ 
其
の
後
、
武
田
氏
が
進
出
。
特 

に
西
上
総
の
真
里
谷
武
田
氏
は
久 

留
里
城
を
築
き
、
１５
世
紀
、
真 

      

青
空
な
が
ら
寒
い
朝
、
博
物
館

の
駐
車
場
に
集
ま
り
市
の
バ
ス
で

出
発
。
館
山
道
を
通
っ
て
館
山
市

の
鶴
谷
八
幡
宮
着
。
そ
こ
で
講
師

の
稲
垣
祥
三
氏
を
迎
え
、
早
速
説

明
を
受
け
な
が
ら
拝
殿
の
天
井
に

彫
ら
れ
た
義
光
の
代
表
作
『百
態 

 
 

        

 

里
谷
信
興
（の
ぶ
き
よ
）
の
時
代
大

き
く
繁
栄
し
た
。
そ
し
て
本
格
的

な
縄
張
り
と
な
り
真
里
谷
城
縄

張
図
が
ス
ラ
イ
ド
で
紹
介
さ
れ
た
。

然
し
そ
の
真
里
谷
武
田
氏
も
内

紛
に
よ
り
衰
退
し
、
入
れ
替
わ
る

よ
う
に
里
見
氏
が
こ
の
地
域
の
実

権
を
握
っ
た
。
そ
の
里
見
氏
に
海

を
挟
ん
だ
北
条
氏
が
現
れ
、
当
地

に
も
影
響
が
及
ん
だ
。 

④ 

当
地
で
の
大
き
な
城
は
姉
崎 

の
椎
津
城
、
久
保
田
城
、
蔵
波
城

が
海
岸
沿
い
に
並
ん
で
い
る 

特
に
姉
崎
～
袖
ケ
浦
へ
の
海
沿 

 
 

    

の
龍
』の
緻
密
さ
に
驚
嘆
す
る
。 

後
藤
義
光
は
、
１
８
１
５
年
に

千
倉
町
で
宮
大
工
の
家
に
生
ま
れ
、

江
戸
末
期
か
ら
明
治
期
に
安
房

地
方
で
活
躍
し
た
宮
彫
師
で
あ
る
。 

彫
刻
家
で
も
あ
る
講
師
の
説
明

は
、
的
確
で
新
た
な
発
見
が
多
か

っ
た
。
次
は
人
里
離
れ
た
小
網
寺

だ
っ
た
。
今
は
無
住
と
な
っ
た
寺 

だ
が
、
義
光
が
晩
年
手
が
け
た 

本
堂
の
向
拝
彫
刻
が
大
き
な
龍 

を
中
心
に
び
っ
し
り
と
彫
ら
れ

て
い
た
。
忘
れ
ら
れ
た
寺
に
こ
ん

な
立
派
な
彫
刻
が
あ
る
と
は
、
そ

の
後
、
千
倉
の
潮
風
王
国
で
昼
食 

を
と
る
。
ア
ジ
フ
ラ
イ
が
旨
か
っ  

い
の
道
は
『
浜
道
』
と
い
っ
て
満
潮
の

頃
は
、
海
に
没
し
て
通
行
不
能
に

な
り
、
戦
略
上
こ
の
道
を
抑
え
る

こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
北
条
・
里

見
で
争
奪
戦
が
繰
り
広
げ
た
と
い

う
。 １

５
７
０
年
北
条
方
の
千
葉
胤

富
か
ら
井
田
平
三
郎
宛
て
の
書
状

が
ス
ラ
イ
ド
で
紹
介
さ
れ
、
北
条

方
か
ら
見
て
、
久
保
田
城
が
い
か

に
重
要
か
が
わ
か
っ
た
。 

➄
こ
の
ほ
か
、
打
越
砦
、
大
竹
砦
、 

野
里
竹
の
腰
城
な
ど
の
紹
介
が

あ
っ
た
。
（受
講 

事
務
局 

記
） 

               

た
。
最
後
の
見
学
地
は
、
圓
蔵
院 

住
職
さ
ん
の
好
意
で
特
別
に
本 

堂
に
入
れ
て
も
ら
い
欄
間
の
彫

刻
を
堪
能
す
る
。
夕
方
皆
満
足
し 

博
物
館
駐
車
場
で
バ
ス
を
降
り

た
。（
古
文
書
い
ろ
は
の
会 

 
 
 
 

小
泉
康 

記 

） 

   

友
の
会
・
各
会
で
は
、
高
齢
化

や
活
動
体
力
の
減
退
等
で
会
員

離
れ
等
が
あ
り
、
会
そ
の
も
の
の

維
持
、
対
策
が
問
題
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
活
動
の
領

域
を
広
げ
て
活
性
化
し
よ
う
と

試
み
る
会
が
あ
り
紹
介
し
ま
す
。 

古
文
書
い
ろ
は
の
会
は
現
在

常
時
10
名
前
後
が
月
2
回
活

動
中
で
、
今
年
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
紐
の
結

び
方
に
つ
い
て
紹
介
し
よ
う
と

準
備
中
。
飾
り
紐
で
は
、
願
い
が

叶
う
叶
結
び
（
表
側
が
ロ
の
形
、

裏
側
が
十
の
形
、
口
に
十
で
叶
）

や
雑
誌
、
本
な
ど
結
び
目
の
緩
ま

な
い
結
び
方
な
ど
を
実
演
を
通

し
て
、
子
供
た
ち
に
基
本
的
な
結

び
方
を
紹
介
す
る
と
い
う
。 

 

結
び
は
古
来
、
む
す
び
（
産
霊
）

に
繋
が
り
、
産
霊
（
ム
ス
ヒ
）
と

は
、
結
び
付
く
こ
と
に
よ
り
神
霊

の
力
が
生
み
出
さ
れ
る
と
云
わ

れ
て
い
ま
す
。 

 

会
で
は
今
後
、
崩
し
字
解
読
と

併
せ
『
結
び
文
化
』
を
も
学
び
な

が
ら
、
機
会
を
作
り
紹
介
活
動
を

通
じ
て
結
び
の
美
し
さ
、
楽
し
さ

を
習
得
し
会
の
活
動
の
幅
を
広

げ
て
行
き
た
い
と
い
う
。 

今
，
各
会
で
活
動
の
活
性
化
、

に
つ
き
試
行
錯
誤
・
模
索
が
つ
づ

い
て
お
り
ま
す
。 

（
編
集
担
当 

今
井
久
明 

記
） 

第
１
６
７
回
袖
ケ
浦
学
開
催 

 

『
城
か
ら
た
ど
る 

袖
ケ
浦
の
戦
国
時
代 

』 

大
多
喜
町
教
育
委
員
会 

 

小
高 

春
雄 

氏 
 

編
集
後
記 

自
然
と
歴
史
の
散
策
会 

R5
年
１
月
26
日
（
木
） 

 

南
房
総
の
宮
彫
り
師 

初
代
・後
藤
義
光
の
作
品
を
巡
る
旅 

小網寺（館山市出野尾）にて 

『百態の龍』中央の龍 


